
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                    

                      
  

 

 

 

 

 

 

同窓会会報  第 5号 
平成２２年１１月２７日発行 

  

 当日は集合場所のアーケードに 60人もの同窓会会員が赤ジャンパー姿で集合、受付作業や参加賞配布、抽選会、

コースでの誘導、資材搬送などに汗を流しました。早朝から当日申し込みも含め 225人の参加者が次々と集まり、

アーケード内はごった返すほど。前日からの黄砂が残るあいにくの天気ながら、汗ばむほどの好天の中、各コース

の参加者とも健康的なウオーキングを楽しんでいました。 

 また、地元商店街も参加者へのぜんざいの無料提供や昼食メニューの割引サービス、抽選の商品提供など予想以

上の協力をしてもらいました。コース沿いでは「どこまで歩くんですか？」「大勢の人ですね」と声をかけられるほ

ど地域の関心を集め、夢追塾のＰＲにも大いに貢献しました。事故もトラブルもなく、終了後のミーティングでは

「来年はさらにがんばろう」と誓い合いました。 

 夢追塾同窓会が主催行事として取り組んでいる第 2回生涯

現役ウオーキング大会が 11月 13日（土）、戸畑区で開かれ

ました。今年は 7区の魅力を再発見するシリーズの第一弾と

して「戸畑再発見ウオーク」と名付け、商店街の活性化のお

手伝いもしようと、スタートゴールを中本町商店街に設定。

コースも夜宮公園、西日本工業倶楽部、金比羅山、九州工業

大学構内など戸畑の名所旧跡を巡る3つのルートが選ばれま

した。また昨年同様、同窓会特別会員の君原健二さんも参加、

盛り上げてもらいました。 
スタッフ先導で出発するＢコースの参加者 

 第２回生涯現役ウオーキング大会 

 蕨の里研修センターを開設 

 夢追塾 4 期生中心の

NPO「き・ず・な」の

メンバーでNPO法人久

賀島歴史資料館（しま資

料館）代表の中尾三朗さ

んが10月23日長崎県

の久賀島に「蕨の里研修

センター」を開設した。 

久賀島の海の自然と歴史を残し、高齢者支援の環境

づくりを目指す活動の第一歩。2年後にはキリシタ

ン弾圧の歴史を伝える「しま資料館」開設を目指し

ている。式典には中尾郁子・五島市長、小林甫・北

海道大学名誉教授、コルシカ島と久賀島を拠点に活

躍する松井守男画伯など全国各地から激励の言葉

が相次いだ。また「き・ず・な」からも 10人が参

加し北九州との交流促進を呼びかけた。一期生を中

心に運営する「赤村塾」との提携も検討中。式典後

は中学生の太鼓チームの演奏などで盛り上がり地

元の海の幸を味わった。研修センター利用について

はNPO「き・ず・な」事務局（090-8838-9314）

に連絡を。        （4期生 香月英彦） 

 穴生学舎・大学祭 

 10月 23、24日に行われた穴生学舎大学祭に夢追

塾同窓会の実行委員 10人、協力者 12人の編成で初

参加した。販売品目はチキンナゲットとフライドポテ

ト。初日は天候にも恵まれ予定の販売個数を達成でき

た。ところが２日目は暴風雨でてんやわんや。お客さ

んはパラパラで手持ち無沙汰な時間が過ぎていった。

しかし、そこは夢追塾で学んだ底力の見せどころ。素

晴らしい知力、行動力、体力、団結力を発揮しての突

撃行動。ドーム内や通路などで販売を敢行した結果、

２日目も目標を達成できた。いろんな苦難もあった

が、最高のチームワークで大成功のうちに「夢追い亭」

を閉店した。       （４期生 久保弘明） 

 

（2期内尾俊之さん撮影） 



 

★２期生同期会勉強会＆懇親会を開催 ９月 11日、23人が参加。同期生から選抜した講師が「私の邪馬台国」

をテーマに。懇親会はそれぞれの邪馬台国論を語りながら大いに盛り上がった。 

★ＮＰＯ「き・ず・な」の活動 ９月 12日＝４期ほのぼのネットワークリバーウォーク・九電 IHIコーナーで料

理教室▽９月 14 日＝第４回あるき ING。若松のまちあるき▽９月２７日＝NPO「き・ず・な」穴生学舎夢追

サロンで立礼の茶会▽10月２日＝響灘ビオトープ見学会 

★大人の時間「小倉会」 ９月 25日に 120人余が参加して門司赤煉瓦ホールで「オールディーズパーティー」

を開催した。大人の時間「小倉会」は女性を中心にした 30人ばかりのサークル。この小倉会から７名が夢追塾

の卒塾生として活躍しています。年明けの２月 11日（祝）に「落語の会」を予定。（２期生 下迫信子） 

★「WeLove 小倉協議会」 10月１日に発足。10月３日には「みかげ通り」で北九州初の歩行者天国、小倉

駅でキックオフイベントを開催した。私は研究会発足から、夢追塾で学んだ「街おこし」のノウハウを生かしな

がら小倉の商業者として参画。会員募集中。（１期生 川東信一） 

★「コミュニティカフェ結」ワンデー開催 ４期 CBコースのテーマであったワンデーコミュニティカフェ｛結｝

（ゆい）を 10月 10日に戸畑駅前にこにこ通り商店街で開催。コーラスや踊り、音楽、川柳、クイズ、夢追よ

さこい踊りなどで盛り上がった。生活アドバイスコーナーでは４期、石崎さんのアドバイスも。 

★夢追いコンサートの収益金を寄付 ２期生を中心とする実行委員会が７月７日、ムーブ大ホールで開催。ビー

トルズに関する講演とニュースカイラークの演奏。入場者 500人。収益金の一部３万円を口蹄疫被害の宮崎県

に寄付した。（２期生 上森智義） 
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戸畑はしご酒大会 

 
 市内各地で開かれている「はしご酒大会」を戸畑でも実現し

ようと、江崎芳子さん（３期）や三原信一さん（４期）の協力

を得ながら動き始めました。駅前商店街組合や二つの飲料組合、

戸畑活性化協議会、夢追塾同窓会生による実行委員会を立ち上

げ、委員長に指名された私は参加店 40 店以上、参加者 300

人以上の目標を設定。140 店に協力要請して回った結果、83

店が参加を表明、前売り券の販売、ラリーカード作製、協力者

の紹介などに多くの夢追塾同窓会生が汗を流しました。そして

９月 15日（水）の「第 1回戸畑はしご酒大会」当日、アー                                            

ケードは 570人の参加者であふれました。会場準備・案内・受付・司会・抽選・景品渡しなどの作業は 23人の

“赤ジャンパー”が担当。市長も赤ジャンパー姿で「生涯現役夢追塾」をＰＲするなど、駅前商店街が何十年ぶり

かで燃えた一日でした。皆さん、ありがとうございました。             （２期生 常光孝一）           

大勢の参加者で賑わう商店街 

夢追塾の今 

 夢追塾 5 期生の講義には 1～4 期の卒塾生 16 人がナビ補で参加しているほか、講師として活躍している人も

います。起業独立コースでは３期の臼井俊二さんと 4期の田辺晃さんが講師役を務めました。 

 「臼井さんは創業に大切な営業力を武器に活躍、田辺さんはやる気創出のコンサルタント（TCC マネジメント

代表、やる気引出しプロデューサー）として受講生に大きな刺激を与えています」と起業独立コースナビゲーター

の増田先生は評価しています。田辺さんは 8月 25日の基礎課程ライフデザイン、10月 14日起業独立コースで

講演しました。テーマは「やる気の出し方‥‥究極の目標達成の方法とは」。お互いに「将来の自分」を自己紹介       

するというアイスブレークに始まり「あなたのやる気を引

き出す魔法の質問」を体感。受講生は「失敗はない。ある

のは成功とそれに至る学びである」という田辺さんの言葉

に勇気づけられていました。中小企業診断士、認定コーチ、

NLP 準トレーナー等の資格を持つ田辺さんは、九電、門

司警察署、ボランティア大学校での講演や、話し方の勉強、

セミナーコンテストと精力的に活動しています。    

         
田辺さん   臼井さん 


